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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第40期

第２四半期連結
累計期間

第40期
第２四半期連結
会計期間

第39期

会計期間

自　平成21年
　　１月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成20年
　　１月１日
至　平成20年
　　12月31日

売上高 (千円) 9,092,9663,775,89113,744,852

経常損失（△） (千円) △1,140,685△704,204△1,146,827

四半期(当期)純損失
(△)

(千円) △1,144,484△706,103△2,844,316

純資産額 (千円) ― 2,447,4383,592,175

総資産額 (千円) ― 43,916,33050,437,841

１株当たり純資産額 (円) ― 108.84 159.73

１株当たり四半期
(当期)純損失（△）

(円) △50.90 △31.40 △126.47

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円)
―

 
―

 
―

 

自己資本比率 (％) ― 5.6 7.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,311,461 ― △10,166,325

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △67,300 ― △49,350

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 528,939 ― 9,194,874

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,102,4771,952,300

従業員数 (名) ― 198 207

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま　

　た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名)
198
(31)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。 

　　 ２　執行役員は、従業員に含めておりません。なお、執行役員は７名で、うち４名は取締役兼務者であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数(名)
108
(3)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。 

　　 ２　執行役員は、従業員に含めておりません。なお、執行役員は７名で、うち４名は取締役兼務者であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) セグメント別売上実績
　

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日　
　　至　平成21年６月30日）

金額（千円） 構成比（％）

不動産販売事業 3,328,108 88.2

賃貸事業 194,033 5.1

販売代理・仲介事業 151,997 4.0

その他の事業 101,751 2.7

合計 3,775,891 100.0

　
(2) 不動産販売事業の状況

　①契約及び契約残高の状況

　　イ　不動産販売事業の契約実績

区分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日　
　　至　平成21年６月30日）

数量 金額（千円）

中高層住宅 151戸 4,552,770

土地 ─ ─

合計 ─ 4,552,770

(注) 　同業他社との共同事業契約分につきましては、その事業比率割合に応じた戸数（又は面積等）及び金額で計上

しております。

　

　　ロ　不動産販売事業の契約残高

区分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日　
　　至　平成21年６月30日）

数量 金額（千円）

中高層住宅 200戸 6,490,042

土地 ─ ─

合計 ─ 6,490,042
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　②販売実績の状況

区分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日　
　　至　平成21年６月30日）

数量 金額（千円）

中高層住宅 106戸 3,328,108

土地 ─ ─

合計 ─ 3,328,108
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、昨年秋以降の世界的金融危機や経済環境の悪化によ

る景気の後退局面がやや底入れし、生産や輸出が下げ止まったとの見通しがみられるものの、依然雇用環境

においては厳しい状況が続いており、企業の設備投資の抑制や個人消費の低迷は当分継続するものと予測

されます。

このような状況のもと、当第２四半期連結会計期間の連結経営成績は、売上高37億７千５百万円、営業損

失５億４千８百万円、経常損失７億４百万円、四半期純損失７億６百万円となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

（不動産販売事業）

不動産販売事業におきましては、新たな物件の竣工がなかったことから、完成在庫の販売に注力し、販

売経費削減を積極的に推し進めましたが、売上高は33億２千８百万円、営業損失は５億３千２百万円とな

りました。

（賃貸事業）

賃貸事業におきましては、賃貸収入に若干の減少はあったものの、全体的には堅調に推移し売上高は１

億９千４百万円、営業利益は４千８百万円となりました。

（販売代理・仲介事業）

販売代理事業におきましては、発売戸数の伸び悩みの影響を受けましたが、仲介事業におきましては、

取扱い件数、成約単価とも微増となりました。その結果、販売代理・仲介事業の売上高は、１億５千１百万

円、営業利益は２千２百万円となりました。

（その他の事業）

その他の事業におきましては、周辺ビジネスの拡大に努めた結果、売上高は、１億１百万円、営業利益は

２千９百万円となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産残高は、439億１千６百万円（前連結会計年度末比65億２千１百万

円減）となりました。流動資産は、たな卸資産の減少、信託受益権の減少等により、376億９千７百万円（同

64億２千８百万円減）、固定資産は62億１千８百万円（同９千３百万円減）となりました。

負債につきましては、流動負債が376億３千５百万円（同３億６千２百万円減）、固定負債が38億３千３

百万円（同50億１千４百万円減）となりました。これは主に仕入債務が減少したことによるものでありま

す。

また、純資産は四半期純損失の計上により24億４千７百万円（同11億４千４百万円減）となり、その結

果、自己資本比率は5.6％（同1.5ポイント減）となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結

会計期間末に比べ２億８千１百万円減少し、11億２百万円になりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により使用した資金は１億２千６百万円となりました。これは主にたな卸資産の減少により

資金が増加したものの、税金等調整前四半期純損失の増加や仕入債務の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は、６千３百万円となりました。これは主に定期預金への預入れ、固定資

産の取得などの支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は９千万円となりました。これは主に短期借入れによる収入があったも

のの、長期借入金の返済の支出によるものであります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,513,00022,513,000
大阪証券取引所
市場第二部

単元株式数1,000株

計 22,513,00022,513,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

─ 22,513,000 ─ 3,000,000 ─ ─
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

森トラスト株式会社 東京都港区虎ノ門二丁目３番17号 11,360 50.46

関西電力株式会社 大阪市北区中之島三丁目６番16号 2,252 10.00

住友信託銀行株式会社 大阪市中央区北浜四丁目５番33号 1,120 4.97

巽　一久 兵庫県芦屋市 482 2.14

前田　正治 大阪市生野区 419 1.86

奥田　雅治 兵庫県芦屋市 388 1.72

株式会社竹中工務店 大阪市中央区本町四丁目１番13号 366 1.63

出口　三郎 長野県松本市 340 1.51

東方商事株式会社 大阪市中央区北浜一丁目９番15号 328 1.46

戸谷　康信 名古屋市昭和区 301 1.34

計 ― 17,356 77.09
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― 　 ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　
普通株式　27,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

22,407,000
22,407 ―

単元未満株式
普通株式

79,000
― ―

発行済株式総数 22,513,000― ―

総株主の議決権 ― 22,407 ―

(注)　1　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権３個)含ま

　　れております。

2　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式311株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
 
アーバンライフ株式会社

兵庫県芦屋市業平町８番
14-105号

27,000 ― 27,000 0.12

計 ─ 27,000 ― 27,000 0.12

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　１月 　２月 　３月 　４月 　５月 　６月

最高(円) 95 79 73 125 105 102

最低(円) 79 50 56 85 90 91

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年１月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,152,477 1,952,300

受取手形及び売掛金 92,905 88,457

有価証券 39,993 －

販売用不動産 13,355,348 17,527,330

仕掛販売用不動産 12,274,938 13,551,952

開発用不動産 9,601,184 7,791,238

その他 1,207,587 3,232,266

貸倒引当金 △26,585 △17,618

流動資産合計 37,697,851 44,125,927

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,637,939

※1
 1,648,156

土地 3,105,459 3,105,459

その他（純額） ※1
 37,266

※1
 39,399

有形固定資産合計 4,780,665 4,793,015

無形固定資産

借地権 243,286 243,286

その他 51,297 56,651

無形固定資産合計 294,584 299,938

投資その他の資産

投資有価証券 521,915 565,669

その他 621,314 653,290

投資その他の資産合計 1,143,229 1,218,960

固定資産合計 6,218,479 6,311,914

資産合計 43,916,330 50,437,841
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 643,774 6,569,552

短期借入金 16,800,000 11,070,000

1年内返済予定の長期借入金 18,970,000 19,200,000

未払法人税等 8,893 7,651

前受金 640,949 517,429

預り金 223,676 354,215

その他 348,115 279,081

流動負債合計 37,635,410 37,997,929

固定負債

長期借入金 2,730,000 7,700,000

退職給付引当金 436,861 484,392

繰延税金負債 536 634

その他 666,084 662,710

固定負債合計 3,833,482 8,847,736

負債合計 41,468,892 46,845,666

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 307,631 307,631

利益剰余金 △854,284 290,200

自己株式 △6,784 △6,569

株主資本合計 2,446,562 3,591,262

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 875 912

評価・換算差額等合計 875 912

純資産合計 2,447,438 3,592,175

負債純資産合計 43,916,330 50,437,841
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高

不動産売上高 8,205,134

その他の事業収入 887,832

売上高合計 9,092,966

売上原価

不動産売上原価 7,959,365

その他の事業原価 333,610

売上原価合計 8,292,975

売上総利益 799,990

販売費及び一般管理費 ※1
 1,643,061

営業損失（△） △843,071

営業外収益

受取利息 1,777

受取賃貸料 36,504

違約金収入 17,344

その他 27,153

営業外収益合計 82,779

営業外費用

支払利息 336,533

その他 43,860

営業外費用合計 380,393

経常損失（△） △1,140,685

税金等調整前四半期純損失（△） △1,140,685

法人税、住民税及び事業税 3,799

法人税等合計 3,799

四半期純損失（△） △1,144,484
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高

不動産売上高 3,328,108

その他の事業収入 447,782

売上高合計 3,775,891

売上原価

不動産売上原価 3,380,310

その他の事業原価 160,212

売上原価合計 3,540,522

売上総利益 235,368

販売費及び一般管理費 ※1
 783,917

営業損失（△） △548,549

営業外収益

受取利息 610

受取賃貸料 15,867

違約金収入 12,053

その他 20,952

営業外収益合計 49,484

営業外費用

支払利息 165,344

その他 39,794

営業外費用合計 205,138

経常損失（△） △704,204

税金等調整前四半期純損失（△） △704,204

法人税、住民税及び事業税 1,899

法人税等合計 1,899

四半期純損失（△） △706,103
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,140,685

減価償却費 40,533

引当金の増減額（△は減少） △38,564

受取利息及び受取配当金 △1,777

支払利息 336,533

持分法による投資損益（△は益） 1,995

売上債権の増減額（△は増加） △4,447

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,639,049

仕入債務の増減額（△は減少） △5,925,777

信託受益権の増減額（△は増加） 1,677,689

その他 432,862

小計 △982,589

利息及び配当金の受取額 3,083

利息の支払額 △325,311

法人税等の支払額 △6,644

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,311,461

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,000

固定資産の取得による支出 △17,429

その他 128

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,300

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,730,000

長期借入れによる収入 2,800,000

長期借入金の返済による支出 △8,000,000

その他 △1,060

財務活動によるキャッシュ・フロー 528,939

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △849,822

現金及び現金同等物の期首残高 1,952,300

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,102,477
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【継続企業の前提に関する注記】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日)

（リース取引に関する会計基準）

第１四半期連結会計期間より、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最

終改正平成19年３月30日　企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準委員会　平成６年１月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を早期に適用し、所有権

移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取

引に係る方法に準じた会計処理に変更しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を採用しております。

　この変更による影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行う方法によっております。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産に関しては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

４　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年12月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

682,004千円 651,381千円

　２　偶発債務（保証債務） 　２　偶発債務（保証債務）

　　　顧客の住宅ローンに関して、抵当権設定登記完了まで

の間、金融機関等に対して連帯債務保証を行って

おります。

　　　顧客の住宅ローンに関して、抵当権設定登記完了まで

の間、金融機関等に対して連帯債務保証を行って

おります。

　 一般顧客 10件 230,000千円
　

　 一般顧客 15件 402,100千円
　

　３　当社は、資金調達の機動性と安定性を高め、資金効率

の向上、金融費用の軽減を図るため、親会社の森ト

ラスト株式会社と貸出コミットメント契約を締結

しており、また、取引銀行１行と当座貸越契約を締

結しております。この契約に基づく当第２四半期

連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりで

あります。

　３　当社は、資金調達の機動性と安定性を高め、資金効率

の向上、金融費用の軽減を図るため、親会社の森ト

ラスト株式会社と貸出コミットメント契約を締結

しており、また、取引銀行１行と当座貸越契約を締

結しております。この契約に基づく当連結会計年

度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 

　 貸出コミットメント総額 20,000,000千円

　 借入実行残高 16,800,000千円

　 差引額 3,200,000千円

　

　 貸出コミットメント総額 15,000,000千円

　 借入実行残高 8,300,000千円

　 差引額 6,700,000千円

　

　 当座貸越極度額 5,000,000千円

　 借入実行残高 ―千円

　 差引額 5,000,000千円

　

　 当座貸越極度額 5,000,000千円

　 借入実行残高 1,670,000千円

　 差引額 3,330,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
　　至　平成21年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 458,120千円

支払手数料 56,807千円

従業員給料 451,375千円

貸倒引当金繰入額 10,265千円

退職給付費用 34,123千円

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 169,048千円

支払手数料 24,651千円

従業員給料 234,343千円

退職給付費用 16,910千円

　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
　　至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,152,477千円

預入期間が３カ月超の定期預金 △50,000千円

現金及び現金同等物 1,102,477千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

　 株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

　 普通株式(株) 22,513,000

　

２　自己株式に関する事項

　 株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

　 普通株式(株) 27,311

　

３　新株予約権等に関する事項

　　 該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

  　　該当事項はありません。

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

  　　該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間末におけ

るリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　
不動産販売

(千円)

賃貸

(千円)

　販売代理・仲

介

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に

　　　対する売上高
3,328,108194,033151,997101,7513,775,891 ― 3,775,891

　(2) セグメント間の内部

　　　売上高又は振替高
― 1,174 1,820 42,174 45,169(45,169) ―

計 3,328,108195,208153,817143,9263,821,060(45,169)3,775,891

営業利益又は営業損失（△） △532,55348,306 22,370 29,389△432,486(116,063)△548,549

(注)　事業区分の方法及び各区分に属する主要な内容

　　　事業区分は、事業内容を勘案して、下記のとおり分類いたしました。

　　　(1)　不動産販売　　……中高層集合住宅・ビル及び店舗の開発及び分譲等

　　　(2)　賃貸　　　　　……住宅・店舗及び駐車場の賃貸

　　　(3)　販売代理・仲介……分譲マンション等の販売受託及び売買賃貸斡旋業務

　　　(4)　その他　　　　……分譲マンションに係る付帯事業等

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日)

　
不動産販売

(千円)

賃貸

(千円)

　販売代理・仲

介

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に

　　　対する売上高
8,205,134388,665293,657205,5109,092,966 ― 9,092,966

　(2) セグメント間の内部

　　　売上高又は振替高
― 7,555 4,072 76,947 88,576(88,576) ―

計 8,205,134396,221297,730282,4589,181,543(88,576)9,092,966

営業利益又は営業損失（△） △792,996101,57339,460 47,764△604,198(238,872)△843,071

(注)　事業区分の方法及び各区分に属する主要な内容　

　　　事業区分は、事業内容を勘案して、下記のとおり分類いたしました。

　　　(1)　不動産販売　　……中高層集合住宅・ビル及び店舗の開発及び分譲等

　　　(2)　賃貸　　　　　……住宅・店舗及び駐車場の賃貸

　　　(3)　販売代理・仲介……分譲マンション等の販売受託及び売買賃貸斡旋業務

　　　(4)　その他　　　　……分譲マンションに係る付帯事業等

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日)

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日)

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年12月31日)

　 　

　 108円84銭
　

　 　

　 159円73銭
　

　（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年12月31日)

純資産の部の合計額（千円） 2,447,438 3,592,175

普通株式に係る純資産額（千円） 2,447,438 3,592,175

差額の主な内訳（千円） ─ ─

普通株式の発行済株式数（株） 22,513,000 22,513,000

普通株式の自己株式数（株） 27,311 24,525

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（株）

22,485,689 22,488,475
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２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
　　至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失 50円90銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１
株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日  
  至　平成21年６月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 1,144,484

普通株式に係る四半期純損失(千円) 1,144,484

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 22,486,968

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失 31円40銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１
株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日  　
  至　平成21年６月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 706,103

普通株式に係る四半期純損失(千円) 706,103

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 22,486,189

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月12日

アーバンライフ株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渡　　沼　　照　　夫　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　新　　井　　一　　雄　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　野　　勇　　人　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアー

バンライフ株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第2四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成

21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アーバンライフ株式会社及び連結子会社の平

成21年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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